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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
本論文は,工業の自動化において求められる高い信頼性と効率とを備えた画像認識の手法を開発するこ
とを目的として,3億輪郭表現と名付けた濃淡画像の新しい表現方法を提案し,その有用性を理論的,実
験的に検証した結果をまとめたもので,得られた主な成果は以下の通りである｡
(1) 本研究で提案する3倍輪郭表現は,画像をラプラシアンガウシアンフィルタと正と負の2つのしき
い値で処理して得られる表現であり,この表現法の大きな特徴は,ランダムノイズとシェーディングとい
うマシンビジョンにとって代表的な画像の濃度の変動を抑制できることにあり,例えば,画像の平均濃度
の50%の強さのシェーディングを加えた場合でも,画像の変動が1/3程度に抑え得ることを示した｡
(2)画像の領域の固まりの良さを基準にして3億しきい値を最適に決定するアルゴリズムを用いれば,
画像の大きな濃度変動に追従させることが可能で,表現の安定性を更に向上できることを示した｡
(3) 3倍輪郭表現を用いたテンプレートマッチングを用いれば,画像の明るさやコントラストに不変な
正規化された類似度の尺度を与え得ることを示 した｡
(4) 画素レベルでの重ね合わせが困難であるような複雑な画像を汎用的に認識させるため,従来2倍化
画像に対して定義されていた局所特徴抽出マスク演算子の3倍論理-の拡張を行い,2倍化画像を適用し
難しい工業用部品の識別に応用して良好な結果を得た｡
以上要するに本論文は,3倍輪郭表現と名付けた濃淡画像の新しい表現方法を提案し,種々の観点から
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本表現法の有用性を検証したもので,学術上,実際上寄与するところが少なくない｡よって,本論文は博
士 (工学)の学位論文として価値あるものと認める｡また,平成9年1月22日,論文内容とそれに関連し
た事項について試問を行った結果,合格と認めた｡
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